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ことができるマルチターン飛行時間型質量分析計 (TOF-MS) を開発してきた。本論文ではその 2 号機である
‘MULTUMII' の性能評価、改良、 MALDI 法を用いた生化学関連分野への応用について述べている。
‘MULTUM II' の立ち上げ、性能評価行った。 EI イオン源を用いて Xe および CO/N2 ダブレットの測定を行っ




上記の実験結果をふまえて、 ‘MULTUMII' の改良を行った。 EI イオン源での初期イオンパケットの広がりを抑
えるため、電子ビームスリットで電子線を細くした。またターンアラウンドタイムを小さくするために加速電圧をこ
れまでの 3 倍である 4.5 kV にあげた。周囲部の電極にはパルス電圧を印加するため、電圧を安定させるのが難しか
ったが、シリーズレギュレーターを用いることで解決できた。イオンミラーが取り付けられていたが、イオン強度の
低下の原因となっていたので取り外した。また検出器の位置をイオン源に近づけることで、ターンアラウンドタイム
を小さくしている。これらの改良および実験条件の最適化により、分解能 25 万 (mlz28) を達成した。また TOF-MS
では初めてとなる mI Ll m=54， 162 のダブレットピークを実際に分離することに成功した。










奥村大輔君は飛行時間型質量分析計“MULTUM 11" の開発を行い、ガスサンプルで、は分解能 20 万以上を、有機
物サンフ。ルでは 6 万以上を得た。ちなみに市販の飛行時間型質量分析計の分解能は 2 万程度である。
この装置はイオンを閉軌道を何回も周囲させることによって高い分解能を得るという全く新しい原理の装置であ
る。この高い分解能によって質量決定精度が上がり、ペプチド、蛋白質の分析が容易になる可能性がある。
よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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